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INFORMATION～まちからのお知らせ～

～町指定文化財の新規登録について～

　平成31年４月１日、広野町教育委員会は２件の文化財を町指定文化財に登録しました。今回の指定により、

町指定文化財は全部で20件となりました。

●八
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●（町指定有形民俗文化財）

　八雲神社は広野町大字折木字田中に鎮座する神社で、悪
あくりょう

霊退
たいさん

散の神として素
すさのおの

戔嗚尊
みこと

が祀られており、毎

年７月中旬に祭礼が行われます。神社の拝
はいでん

殿の天井板一枚一枚には花
かちょうが

鳥画をはじめ、記
き き

紀神
し ん わ

話の一場面を

描いたものや大黒様などの縁起物を描いたものなど54枚全ての天井板に様々な絵が描かれています。この

天井絵は明治39（1906）年に、当時の神社の氏子の方々によって奉納されました。中でも、日露戦争の戦

地の様子を描いたものや、町の産業として栄えた養蚕の作業風景なども描かれ、絵から当時の日本の時代

背景とともに、町の暮らし・文化を知ることのできる貴重な資料です。

●二
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ぬまさん
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化
か せ き

石（町指定天然記念物）●

　国道六号線と県道上北迫・下北迫線が交わる二ツ沼

周辺地域には、かつて小高い丘陵がありました。この

丘陵から産出した貝化石約１万個が町指定文化財（天

然記念物）として新たに登録されました。この化石は、

日本の鮮
せん

新
しんせい

世（今から約400万年前）のものになります。

化石が採取された地層は、砂質の堆積物が層状に厚く

堆積しており、サンゴやウニの化石、サメの歯や哺乳

類の骨片とともに多くの貝化石が産出しました。1970

年代に東京教育大学（現在の筑波大学）や茨城大学、

千葉大学などにおいて調査研究がおこなわれ、地質年

代や堆
たいせき

積環
かんきょう

境解
かいめい

明調
ちょうさ

査の先駆けとなりました。二ツ沼

産の貝化石は、産地が消滅してしまったにも関わらず、

多くの学術報告書に引用され、日本の古地理や、古生

態を研究する上でとても重要な化石資料となっていま

す。

54枚の天井絵 養蚕の様子 日露戦争の様子

貝化石標本の一部

広野町職員（大学卒程度）を募集しています

●採用予定日　　令和２年４月１日

●職　　　　種　　行政職（大学卒程度）　

●採用予定人員　　若干名

●受 験 資 格

　 平成５年４月２日から平成10年４月１日までに生

まれた人で、４年制大学以上を卒業した人または

令和２年３月までに卒業見込みの人

●試 験 方 法　

　 第１次試験は教養試験（筆記）、専門試験（筆記）

と事務適性検査・一般性格診断検査・職場適応性

検査。

　 第２次試験は第１次試験合格者に対して個別面接

と小論文による試験。

●第１次試験の期日　　令和元年７月28日（日）

●第１次試験の場所　　福島大学

　　　　　　　　　　　（福島市金谷川１番地）　

●申し込み方法　

　 申込用紙に必要事項を記入の上、令和元年６月21

日（金）の開庁時間内までに直接または郵送（令

和元年６月21日の郵便局の消印があるものまで）

で広野町役場総務課庶務係に提出してください。

　 募集要項と申込用紙は広野町役場総務課窓口で配

布いたします。また、郵送による請求の場合は、

120円切手の貼った返信用封筒（角型２号）を同

封の上、封筒の表に「申込用紙請求」と文言を朱

書きして、簡易書留にて送付してください。

　送付先住所： 福島県双葉郡広野町大字下北迫字苗

代替35番地

 問 総務課　庶務係　☎0240-27-2111


